
  
 
 
 
 
 
 

宇治都市計画区域区分の変更について 
 

令 和 5 年 3 月 2 8 日 
建設・水道常任委員会資料 
都市整備部都市計画課 



報告事項１  

 

宇治都市計画区域区分の変更について  

 

 

宇治都市計画区域区分の変更について、次のとおり報告するもの

です。  

 

 

令和 5 年 3 月 28 日提出 

 

                  宇治市長 松村 淳子  
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宇治都市計画区域区分の変更について 
   
 都市計画の市街化区域及び市街化調整区域の区分（区域区分）は、京都府が決定する都市計画

であり、都市状況の変化を踏まえた定期的な見直しが行われています。 
 この度、京都府より「都市計画区域マスタープラン及び区域区分の定期見直しに当たっての基

本方針（第 7 回 府南部地域）」が示されたことから、この方針を受けて、宇治市において区域区
分を変更する地区を選定しましたので、事前報告いたします。 
 
１．都市計画区域マスタープランとは 

  都道府県が複数の市町村に跨る都市計画区域全体を対象に、広域的な見地から区域区分をはじ

めとした都市計画の基本的な方針を定めたものであり、地域に密着した見地で定めている市町村の

都市計画マスタープランとは異なる役割を担います。 
宇治市は、城陽市・久御山町・井手町に跨る「宇治都市計画区域」に含まれており、「宇治都市

計画区域マスタープラン」において都市計画の基本方針が定められています。 
 
２．区域区分とは 

都市計画区域において、無秩序な市街地の拡大による環境悪化の防止、計画的な公共施設整備に

よる良好な市街地の形成などを図るために、市街化区域（市街化を図るべき区域）と市街化調整区

域（市街化を抑制すべき区域）の区分を定めるものです。都市の人口や産業等の将来の見通しに基

づき、定期的な見直しが行われています。 
 
３．宇治市の区域区分の変遷 

宇治都市計画区域の区域区分は、京都府において昭和 46年に当初決定された後、概ね 5年毎の
都市計画基礎調査の実施を受け、都市状況の変化を踏まえた見直しが行われており、これまで 6回
の見直しを実施してきました。 
直近の第 6回の見直しでは、宇治川堤防の引堤による河川区域の変更に伴い、市街化区域を縮小
しています。 

線引き見直し 年度 市街化区域面積 増減 備 考 

当初決定 S46 2,198 ha   
第 1回 S54 2,206 ha 8 ha 市街化区域の拡大 

第 2回 S59 2,208 ha 2 ha 市街化区域の拡大 

第 3回 H4 2,212 ha 4 ha 市街化区域の拡大 

第 4回 H12 2,224 ha 12 ha 市街化区域の拡大 

第 5回 H19 2,224 ha 0 ha 境界調整・市街化区域の増減なし 

第 6回 H28 2,220 ha ‐4 ha 境界調整・市街化区域の縮小（逆線引き）

 
 

資料 1 
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４．区域区分の定期見直しにおける基本方針 

区域区分は、都市づくりの基本となるものであり、市町村の区域を超えた広域的な見地から検討

が必要とされることから、都市計画決定は京都府にて行われます。一方、都市計画は市町村が中心

的な主体となって行うものであることから、各市町村が区域区分の変更案を作成し、その案を基に、

京都府が変更に向けた調整を行います。 
今回、京都府から示された基本方針は、京都府が都市計画区域マスタープラン及び区域区分の

見直しを行うに当たり、各市町村が区域区分の変更案を円滑かつ適切に作成できるよう、見直し

の基本的な考え方が示されたものです。資料２ 
 
５．宇治市における区域区分の見直し 

（１）区域区分を見直すに当たっての宇治市の方針 
都市計画基礎調査に基づく宇治都市計画区域の将来の見通し（京都府推計結果） 
 
 
 

 
宇治市都市計画マスタープラン 

 
 
 
 
 
 
 
 
宇治市都市計画マスタープラン 

 

 第 3章 都市づくりの基本理念と基本目標 
  ４ 将来都市構造の基本的な考え方 
  （１）将来的な市街地の範囲 

市街化区域を基本に、既存市街地の 
有効利用を図るとともに、市街地の 
状態を常に改善し秩序ある土地利用 
を進めます。 

 
 
 
 

項目 人口 工業出荷額 卸売小売販売額 

傾向 
減少 

 
増加 

 
やや増加 

 

宇治市の人口予測 
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宇治市の見直しの方針 
 〇基本的な考え方 
 市街化区域の規模は、将来の人口等の見通しや宇治市都市計画マスタープランの将来

都市構造の基本的な考え方に基づき、現在の市街化区域を基本に既存市街地の有効利用

を図ることとし、いたずらに都市を拡大することのないように努め、居住地を増やす目的

での市街化区域拡大は行わないものとし、現状の土地利用が区域区分と整合しておらず、

将来的な土地利用変更の見通しもない地区は見直しを行うものとする。 
ただし、既に市街地を形成している区域や、都市の発展に資する計画的な整備が確実な

地区は編入を検討するものとする。 
 
（１）市街化調整区域への編入（逆線引き）について 
市街化区域の土地で、市街化調整区域に接し現に市街化されておらず、当分の間営農が

継続することが確実と認められる土地は、市街化調整区域への編入（逆線引き）を検討

するものとする。 
 
（２）市街化区域への編入について 
宇治市都市計画マスタープランの位置付けに基づき既に市街地を形成している区域及

び優先的かつ計画的に市街化を図るべき区域で、自然的環境の整備又は保全に配慮し、

農林漁業との調和が図られるものについては、市街化区域へ編入を検討するものとす

る。 
 
 （３）市街化区域への編入（保留）について 
宇治市都市計画マスタープランに位置付けている市街化調整区域における計画的な市

街化整備については、計画熟度並びに市街化の進展に応じて、「保留」の制度を活用し

た市街化区域への編入を検討するものとする。 

 ※「保留」とは市街化区域への編入を保留するものであり、保留地区としての設定を受け

ると、定期見直しの時期に関わらず、別途手続きを行うことで、随時市街化区域に編入

することが可能となる。 
 
 
（２）区域区分の変更予定地区（京都府への申し出の予定地区） 
 

番号 地区名 
地区面積

（ha） 

変更内容 

編 入 保 留 逆線引き 

① 五ケ庄戸ノ内地区 0.04   0.04 
② 槇島町石橋地区 6.9 6.9   
③ 安田町鵜飼田地区 20.3  20.3  
合計 ３ 地 区  6.9 20.3 0.04 
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② 槇島町石橋地区 
（市街化区域に編入） 

③ 安田町鵜飼田地区 
（保留地区に設定） 

区域区分の変更箇所 位置図 

① 五ケ庄戸ノ内地区 
（市街化調整区域に逆線引き） 
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詳 細 図 

〇市街化調整区域への編入（逆線引き） 
 
 
 ① 五ケ庄戸ノ内地区    面積：0.04ha 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地区の概要・変更理由 
当該地区は、市街化調整区域内の農地と市道に面した区画となっています。現状の土地利用は、農業

用地として周囲の農地と一体的な利用が行われており、今後、市街化される見通しもないことから、区

域区分を市街化区域から市街化調整区域に変更（逆線引き）することで、現状の土地利用との整合を図

ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

変更前 変更後 
市街化区域 市街化調整区域 

参考 区域区分の変更に関連する都市計画変更（予定）※ 
都市計画の種類 変更前 変更後 
用途地域 

（容積率／建蔽率） 
第一種住居地域 
（200／60） 

― 

高度地区 第三種高度地区 ― 
防火地域及び準防火地域 準防火地域 ― 
※次回の都市計画審議会で報告予定（宇治市決定） 
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〇市街化区域への編入 
 
 

 ② 槇島町石橋地区        面積：6.9ha 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
地区の概要・変更理由 
当該地区は宇治市都市計画マスタープランにおいて、「防災の拠点」及び「医療・福祉施設等整備促

進エリア」として位置づけており、平成 24年 12月に「石橋地区地区計画」を策定し、医療・福祉施
設を誘導しています。現地には医療・福祉施設が立地しており既に市街化されていることから、区域区

分を市街化調整区域から市街化区域に変更することで、現状の土地利用との整合を図ります。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

変更前 変更後 
市街化調整区域 市街化区域 

参考 区域区分の変更に関連する都市計画変更（予定）※ 
都市計画の種類 変更前 変更後 
用途地域 

（容積率／建蔽率） 
― 

準工業地域 
（200／60） 

防火地域及び準防火地域 ― 準防火地域 
特別用途地区 ― 特定大規模小売店舗制限地区 

※次回の都市計画審議会で報告予定（宇治市決定） 

詳 細 図 
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〇市街化区域への編入（保留） 
 
 

 ③ 安田町鵜飼田地区     面積：20.3ha 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地区の概要・変更理由 
当該地区は、宇治市都市計画マスタープランにおいて、活力ある都市を目指すための新たな「産業立

地検討エリア」として位置づけており、多様な働く場の創出により定住人口に繋げられるよう、産業立

地検討エリアでの企業立地実現に向け取り組みを進めているところです。 
現状は市街化調整区域であり、計画的な市街地整備の具体化に合わせた市街化区域への編入を目指

すことから当該地を「保留地区」に設定し、計画的な市街地整備が確実になった時点で、随時、市街化

区域への編入手続きを進めていくこととします。 

 
 

現状 変更後 
市街化調整区域 市街化区域 

詳 細 図 

市街化調整区域 
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□ 都市計画の定期見直しのフロー図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

宇治市の手続き 

都市計画基礎調査 

京都府の手続き 

市都市計画審議会（事前報告） 

・用途地域 

・高度地区 

・準防火地域 

・特別用途地区 

今回 
報告 

都市計画素案（宇治市） 
都市計画区域マスタープラン及

び区域区分の定期見直しに当た

っての基本方針 

法定縦覧・意見書提出 

府都市計画審議会（付議） 市都市計画審議会（付議） 

法定縦覧・意見書提出 

案の申し出 
法第 15条の 2 

 ・都市計画区域MP 

・区域区分 

市都市計画審議会（諮問） 都市計画原案 

決定告示 

令
和
元
～
４
年
度 

令
和
５
年
度
～ 

説明会 

関連計画の変更 

公聴会等 市都市計画審議会（事前報告） 

都市計画案 都市計画案  

都市計画法第 6条 

法第 16条 

法第 17条 法第 17条 

法第 18条 法第 19条 

法第 20条 
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資料２ 京都府 HP 公開資料 

https://www.pref.kyoto.jp/toshi/news/documents/kihonhoushin_gaiyouban.pdf 

https://www.pref.kyoto.jp/toshi/news/documents/kihonhoushin_gaiyouban.pdf


2 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



3 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


